
 

 

議
会
報
告 

 １ 

一
般
質
問 

■
市
は
ど
の
よ
う
に
子
ど
も

の
命
と
向
き
合
う
の
か 

(

１) 

子
ど
も
が
一
時
避
難
で

き
る
所
は 

Ｑ
計
画
は 

Ａ
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
24
時

間
体
制
の
「
青
少
年
悩
み
の
電

話
相
談
」
を
活
用
し
、
内
容
に

よ
り
一
時
保
護
す
る 

Ｑ
開
始
時
は
教
育
委
員
会
対
応

だ
が
、
今
後
の
所
管
は 

Ａ
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
部
分

は
市
教
委
と
市
部
局
と
で
進
め

る 

 

◇
「
宝
塚
に
限
っ
て
…
」
私
の
心
に
は
、
ど

こ
か
に
願
い
が
在
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
全

国
か
ら
届
く
厳
し
い
状
況
は
宝
塚
も
同
じ
。

そ
し
て
そ
の
下
に
は
何
倍
も
の
大
き
な
闇
が

急
速
に
拡
が
っ
て
い
る
事
を
、
私
た
ち
市
民

は
認
識
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

中
学
生
の
火
災
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
教

育
委
員
会
は
、
青
尐
年
育
成
市
民
会
議
を
通

じ
、
熱
心
に
地
域
へ
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
未
来
部
を
始
め
、
福
祉
の
分

野
と
連
携
し
、
福
祉
専
門
家
の
力
を
借
り
て
、

「
学
校
」
を
立
て
直
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
活
動
は
評
価
す
べ
き
で
す
が
、
避
難

を
求
め
る
子
に
「
15
歳
ま
で
だ
」
と
四
角
四

面
に
相
談
を
断
た
な
い
よ
う
。
ま
た
資
金
不

足
で
打
ち
切
ら
れ
な
い
よ
う
、
先
進
事
例
情

報
を
提
供
し
ま
し
た
。 

 

(

２) 

子
ど
も
の
虐
待
を
防
ぐ
支
援
策
は 

Ｑ
虐
待
を
す
る
親
へ
の
支
援
の
現
状
は 

Ａ
子
育
て
グ
ル
ー
プ
支
援
、
親
育
ち
プ
ロ
グ

ラ
ム
実
施
、
家
庭
児
童
相
談
・
子
育
て
相

談
・
発
達
相
談
等
の
相
談
事
業
を
。
ケ
ー

ス
対
応
は
、
親
子
へ
の
心
理
的
ケ
ア
、
児

童
相
談
所
で
は
家
庭
再
生
支
援
事
業
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
通
所
指
導
も
行
う 

Ｑ
Ｍ
Ｙ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
ペ
ア
レ
ン
ツ
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
い
う
親
へ
の
回
復
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
在
る
が 

Ａ
大
阪
府
下
な
ど
で
取
組
ん
で
い
る
が
、
経

費
も
高
額
。
調
査
・
検
討
し
た
い 

 ◇
こ
こ
10
年
で
全
国
の
虐
待
相
談
件
数
は
３

万
千
件
も
増
加
し
ま
し
た
。
内
容
は
身
体
的

虐
待
38
・
３
％
（
13
・
０
％
減
）
に
対
し
、

ネ
グ
レ
ク
ト
37
・
３
％
（
７
・
７
％
増
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
虐
待
者
は
実
母
が

60
・
５
％
で
、
依
然
、
孤
立
す
る
母
親
像
が

浮
び
上
り
ま
す
。 

第
一
次
防
止
（
子
育
て
支
援
…
予
防
・
教

育
・
啓
発
）
、
第
二
次
防
止
（
早
期
発
見
…
介

入
・
保
護
）
は
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
第

三
次
防
止
（
子
ど
も
の
保
護
後
、
親
子
を
再

び
家
族
と
す
る
…
治
療
、
回
復
ケ
ア
／
調
査

研
究
）
は
、
法
整
備
の
遅
れ
で
シ
ス
テ
ム
が
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☆平日 10:00～15:00に
活動しています。但し、不
在のこともございますの
で、お電話をしていただい
てからお越しください。 

☆事務所のコピー機・印刷機
（新機種入りました）ご利
用ください。（有料） 

☆事務所をグループ・サーク
ル等の活動にご利用くだ

さい。（無料） 
《使用日時は電話でお問

い合わせください。》 
☆事務所に教育・平和・食の
安全等、いろいろな本があ
ります。貸し出しもいたし
ますので、お気軽にご覧く
ださい。 

市
内
で
初
め
て
の
、「
介
護
者
交
流

会
＆
神
谷
徹
先
生
の
ス
ト
ロ
ー
笛
演

奏
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

介
護
の
し
ん
ど
さ
は
、
‘
内
向
的
’

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
で
も
、

こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
に
、
会

員
同
士
の
悩
み
を
聞
き
合
う
、
認
知

症
の
勉
強
会
を
す
る
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
的
活
動
を
行
う
、
介
護
保
険
の
隙

間
を
埋
め
る
…
そ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
あ
る
こ
と
を
、
特
に
介
護

で
悩
む
方
に
知
っ
て
欲
し
い
。 

 

動
物
は
子
育
て
は
し
て
も
、
親
育

て
は
「
人
」
だ
け
が
す
る
ん
だ
そ
う

な
。 独

り
ぼ
っ
ち
の
介
護
は
、
行
き
詰

り
ま
す
。
ど
こ
か
の
グ
ル
ー
プ
を
訪

ね
て
み
ま
せ
ん
か
。 

分け合う 

気持ち 

つながる介護 

長尾の集い 
ミニミニ運動会 

宝塚市介護者家族交流会＆介護の疲れを癒す「不思議な笛の世界」 

◆主催  認知症介護者・家族の会「ほのぼの会」 
◆協力 
宝塚市介護者家族の会「かなえの会」 
男性介護者支援のＮＰＯ法人 

 「スマイルウェイ」 

 
 

若年認知症支援連絡会「ひよこの会」 
時間預託制で介護を支える 

 「ＮＡＬＣ（ナルク）宝塚・川西」 

 



構
築
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
故
、
家
庭
復

帰
後
に
虐
待
が
再
発
、
死
亡
に
至
る
例
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
長
期
分
離
に
よ
る
親
子
関

係
の
断
絶
や
親
の
無
力
感
と
い
っ
た
、
二
次

被
害
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。 

虐
待
す
る
状
況
を
変
え
る
に
は
、
親
自
ら

が
封
じ
込
め
て
き
た
気
持
ち
に
触
れ
、
自
分

は
問
題
を
解
決
す
る
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
く
キ
ッ
カ
ケ
が
必
要
で
す
。 

資
金
調
達
も
含
め
、
早
期
に
検
討
す
べ
き

で
す
。 

 (

３) 

学
校
給
食
の
完
全
米
飯
給
食
を
目

指
す
計
画
は 

Ｑ
全
校
に
炊
飯
器
が
設
置
さ
れ
れ
ば
、
国
の
指

導
も
あ
り
、
完
全
米
飯
給
食
を
目
指
す
の
は

当
然 

Ａ
米
飯
給
食
回
数
増
加
支
援
拡
充
を
国
に
要

望
し
た
。
食
育
推
進
計
画
の
審
議
を
踏
ま
え

検
討
し
た
い 

Ｑ
委
託
炊
飯
加
工
賃
１
食
あ
た
り
27
円
削
減

分
を
一
般
財
源
に
入
れ
て
い
る
市
も
あ
る

と
聞
く 

Ａ
聞
い
て
い
る
が
、
設
備
費
は
設
置
者
負
担
で 

 

◇
新
年
よ
り
モ
デ
ル
校
７
小
中
で
、
３
段
式

ガ
ス
釜
に
よ
る
自
校
炊
飯
が
始
ま
り
ま
す
。 

第
二
次
大
戦
後
、
政
策
的
に
採
用
さ
れ
た

パ
ン
給
食
。
76
年
の
米
飯
給
食
導
入
も
余
剰

米
の
消
費
が
目
的
で
し
た
。
昨
年
４
月
に
「
学

校
給
食
法
」
が
改
正
さ
れ
、

や
っ
と
「
学
校
給
食
は
、
食
の
教
育
で
あ
る
」

と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
文
科

省
は
一
層
の
「
地
場
産
食
材
活
用
、
米
飯
給

食
」
を
推
進
し
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
、
自
校
炊
飯
を

目
指
す
こ
と
は
当
然
の
流
れ
。
全
校
に
炊
飯

器
が
設
置
さ
れ
れ
ば
、
市
が
完
全
米
飯
給
食

を
目
指
す
の
は
当
然
で
す
。 

食
文
化
は
本
来
、
家
庭
が
伝
え
て
い
く
も

の
で
す
が
、
宝
塚
で
は
ど
ん
な
に
厳
し
い
家

庭
環
境
の
子
で
も
、
給
食
の
時
間
に
は
学
校

に
来
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

９
年
間
の
学
校
給
食
を
最

高
に
し
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
る
の
で
す
。 

 

■
ど
の
よ
う
な
自
死
遺
族
支
援
を
し
て

い
る
か 

Ｑ
具
体
的
な
市
の
取
組
み
は 

Ａ
関
係
10
課
で
自
殺
予
防
対
策
庁
内
連
絡
会

議
を
設
置
。
市
の
HP
で
は
自
死
遺
族
対
象

の
自
助
グ
ル
ー
プ
の
HP
を
紹
介
。
県
は
遺

族
支
援
団
体
に
助
成
し
、
研
修
会
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
開
催
支
援
を
計
画 

Ｑ
市
や
県
の
健
康
福
祉
事
務
所
で
自
死
遺
族

相
談
は
で
き
る
の
か 

Ａ
窓
口
は
な
い 

Ｑ
学
校
で
の
事
後
対
応
は 

Ａ
臨
床
心
理
士
・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

教
職
員
に
対
し
、
子
ど
も
や
保
護
者
の
ス
ト

レ
ス
反
応
へ
の
対
処
方
法
や
説
明
の
仕
方

を
研
修
。
そ
の
後
の
専
門
的
見
立
て
と
情
報

提
供
で
支
援 

 ◇
「
自
死
は
個
人
の
選
択
で
あ
り
、
遺
さ
れ

た
人
も
そ
の
痛
み
は
個
人
で
対
処
す
べ
き
」

と
、
日
本
社
会
で
は
長
い
間
考
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
自
殺
対
策
基
本
法
18
条

に
は
遺
族
支
援
が
盛
り
込
ま
れ
、
社
会
が
担

う
べ
き
課
題
と
位
置
づ
け
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
自
殺
総
合
対
策
大
綱
に
は
「
遺
さ
れ

た
人
の
苦
痛
を
和
ら
げ
る
」
こ
と
が
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

一
人
の
自
死
ま
た
は
自
死
未
遂
は
、
そ
の

周
囲
の
５
～
６
人
以
上
に
心
理
的
影
響
を
与

え
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
も
自

傷
に
よ
る
救
急
車
の
出
動
が
年
間
110
件
以
上

あ
る
の
で
、
年
間
６
～
７
百
人
に
影
響
を
与

え
て
い
る
は
ず
で
す
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
の
推
計
で
は
、

現
在
日
本
に
お
ら
れ
る
自
死
遺
族
の
総
数
は

３
百
万
人
前
後
。
同
じ
く
聴
き
取
り
調
査
で

は
、
う
ち
４
人
に
１
人
が
「
死
に
た
い
」
と

答
え
、
ご
遺
族
も
ま
た
生
命
の
危
機
と
隣
り

合
わ
せ
で
生
き
て
い
る
の
で
す
。 

そ
ん
な
状
況
だ
か
ら
、
行
政
こ
そ
が
、
出

来
る
こ
と
を
す
べ
き
で
す
。
長
崎
県
で
は
、

長
崎
県
自
殺
対
策
専
門
委
員
会
の
相
談
支
援

用
手
引
き
「
自
死
遺
族
へ
の
相
談
支
援
の
方

法
」
が
在
り
ま
す
。
宝
塚
市
も
早
急
に
検
討

す
べ
き
で
す
。 

日
本
社
会
で
は
宗
教
的
な
背
景
も
あ
り
、

自
死
は
中
途
の
挫
折
・
敗
北
の
結
果
と
考
え

ら
れ
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
死
ぬ

ほ
ど
苦
し
み
、
改
善
に
向
け
懸
命
に
努
力
し
、

闘
い
続
け
、
周
囲
の
人
を
思
い
遣
っ
て
、
死

を
選
ん
だ
か
も
知
れ
な
い
の
で
す
。 

亡
く
な
っ
た
方
の
尊
厳
を
奪
う
こ
と
な
く
、

ご
遺
族
に
と
っ
て
「
実
際
の
問
題
」
を
乗
り

越
え
る
時
に
、
最
も
頼
り
に
な
る
「
宝
塚
市
」

で
あ
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

寄贈された松本邸に 
あった、小さな揺り 
椅子 

末広小学校の 
デモ機での炊飯 



２ 

主
な
議
案
・
請
願
・
陳
情
・

意
見
書
・
決
議
の
審
議 

・
近
石
武
夫
議
員
に
対
す
る
再
度
の
議
員
辞
職

勧
告
決
議 

…
６
月
議
会
の
決
議
に
対
し
、
本
人
は
道

交
法
違
反
（
無
免
許
運
転
）
容
疑
で
逮
捕
・

拘
留
さ
れ
る
も
捜
査
中
を
理
由
に
辞
職
し

な
か
っ
た
が
、
９
月
に
は
検
察
庁
に
書
類

送
検
さ
れ
た
た
め
、
再
度
の
決
議
と
な
っ

た
。
議
員
報
酬
支
給
は
続
い
て
い
る 

・
議
員
提
出
議
案 

特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ

い
て
→
可
決 

…
政
務
調
査
費
の
支
出
に
関
す
る
調
査 

・
平
成
２２
年
度
宝
塚
市
一
般
会
計
補
正
予
算

→
可
決 

反
伊
福
・
小
山
・
坂
下
・
近
石
・

山
本 

…
住
宅
用
火
災
報
知
器
を
高
齢
者
非
課
税

世
帯
に
設
置
・
民
間
老
福
施
設
に
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
設
置
補
助
・
（
仮
）
ケ
ア
ホ
ー

ム
中
山
整
備
補
助
・
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
接
種
助
成
・
（
仮
）
小
林
１
丁
目

公
園
整
備
・
JR
中
山
寺
北
地
区
整
備
・
自

校
炊
飯
試
行
７
校
に
炊
飯
器
設
置
等
を
増

額
、
小
中
学
校
施
設
耐
震
化
事
業
等
を
減

額 

・
宝
塚
市
立
看
護
専
門
学
校
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
→
可
決 

反
共
産 

…
授
業
料
月
額
２
万
円
を
３
万
円
に
改
定
、

再
試
験
１
回
に
つ
き
千
円
徴
収
。
受
益
者

負
担
の
適
正
化
を
図
る 

・
宝
塚
市
総
合
計
画
の
基
本
構
想
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て
→
継
続
審
査 

…
６
月
議
会
で
議
員
提
案
し
設
置
し
た
総

合
計
画
特
別
委
員
会
に
付
託 

・
宝
塚
市
教
育
委
員
会
の
委
員
任
命
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
→
同
意 

退

小
山
・
寺
本 

…
教
育
委
員
会
委
員
の
広
瀬
裕
二
氏
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
井
上
輝
久
氏
を
任
命 

・
国
に
現
行
保
育
制
度
堅
持
・
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
→
採
択 

（
文
教
委
員
会
で
は
継
続
藤
岡
・
山
本
反
藤

岡
）
本
会
議
で
は
反
山
本
・
公
明
・
浜
崎 

…
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
で
あ
る
保
育
所

最
低
基
準
の
廃
止
で
保
育
の
質
を
低
下
さ

せ
な
い
旨
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
も
の
。

意
見
書
提
出
成
ら
ず
！
！ 

・
兵
庫
県
教
育
委
員
会
に
対
し
「
宝
塚
学
区
を

他
学
区
と
統
合
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願
→
継
続
審
査 

即
決
井
上
・
た
ぶ
ち 

…
否
決
さ
れ
な
い
た
め
、
継
続
に
賛
成
し

た 

・
教
育
条
件
整
備
の
た
め
の
請
願
→
採
択 

（
文
教
委
員
会
で
は
一
部
採
択
石
倉
・
藤
岡 

 

趣
旨
採
択
山
本
） 

 

本
会
議
で
は
反
公
明
・
坂
下
・
多
田
・
山
本

…
「
民
族
学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
保

護
者
負
担
軽
減
」
の
項
を
含
む
た
め
、
反

対
者
が
出
た 

・
「
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す

る
検
討
会
議
」
の
報
告
を
尊
重
す
る
よ
う
政

府
に
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請

願
→
継
続
審
査 

即
決
井
上
・
大
島
・
た
ぶ

ち
・
北
山 

…
全
て
の
外
国
人
高
校
に
就
学
支
援
金
を

と
の
報
告
が
出
た
こ
と
を
受
け
て
、
新
た

な
請
願
を
提
出
し
た 

・
５
・
28
日
米
合
意
の
見
直
し
を
求
め
る
沖

縄
県
議
会
及
び
那
覇
市
議
会
の
意
見
書
の

尊
重
を
求
め
る
意
見
書
を
日
本
政
府
に
提

出
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
→
継
続
審
査 

…
文
章
を
練
り
直
し
た
が
残
念
！ 

・
地
域
児
童
育
成
会
の
待
機
児
童
解
消
、
時
間

延
長
お
よ
び
育
成
料
等
に
関
す
る
請
願
→

継
続
審
査 

…
待
機
児
緊
急
枠
設
置
・
19
時
ま
で
の
時

間
延
長
・
３
／
31
開
会
・
会
費
据
え
置
き

を
求
め
る
内
容
は
問
題
な
い
が
、
市
や
職

員
と
の
議
論
が
充
分
で
な
い
た
め
継
続
に

賛
成
し
た 

・
宝
塚
市
立
西
図
書
館
に
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
す
る
と
い
う
提
言
に
対
す
る
陳
情
→

採
択 

反
近
石 

…
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
提
言
に
反
対

し
、
か
つ
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
求

め
る
も
の 

 

３ 

議
会
改
革
特
別
委
員
会 

 

私
た
ち
第
一
部
会
で
は
、
精
力
的
に
議
論

を
重
ね
、
議
会
基
本
条
例
の
素
案
（
叩
き
台
）

を
理
事
会
に
提
出
し
、
そ
の
後
全
体
会
で
も

議
論
し
て
「
素
案
」
と
し
て
了
承
さ
れ
ま
し

た
。 

 

内
容
は
、
宝
塚
市
議
会
の
特
徴
と
し
て
の

「
情
報
公
開
」
「
議
員
同
士
の
討
議
」
「
議
会

改
革
」
を
更
に
活
発
な
も
の
と
し
、「
市
長
の

反
問
権
」
や
「
付
属
機
関
の
設
置
」「
議
会
報

告
会
」
な
ど
を
新
た
に
加
え
ま
し
た
。 

新
年
に
は
、
皆

さ
ん
の
意
見
の
公

募
と
集
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
是

非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。（
詳
細
は
、
議

会
報
か
け
は
し

12
月
号
・
新
年
号

を
。） 

御
殿
山
中
学
校
屋
上
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル 

今、大詰めです！！ 
ぜひ、ご意見を
くださいね。 



韓
国
の
親
し
い
友
人
か
ら
メ
ー
ル
が
来
た
。

「
オ
ン
マ
、
チ
ョ
、
ナ
ム
ジ
ャ
チ
ン
グ
ガ
、
セ

ン
ギ
ョ
ッ
ソ
ヨ
」。「
お
か
あ
さ
ん
、
私
、
恋
人

が
で
き
た
わ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
夫
を
な
く

し
、
何
か
と
苦
労
し
て
き
た
彼
女
か
ら
こ
の
メ

ー
ル
は
と
て
も
嬉
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
私
を

い
つ
も
お
か
あ
さ
ん
と
呼
ん
で
く
れ
る
こ
の

友
達
20
年
以
上
前
に
珠
洲
市
で
反
原
発
の
集

会
が
あ
っ
た
時
は
、
韓
国
か
ら
参
加
し

た
一
人
で
、
私
た
ち
は
つ
た
な
い
韓
国

語
と
日
本
語
で
意
気
投
合
し
た
の
で
あ

る
。
以
後
、
機
会
あ
る
ご
と
に
連
絡
を

と
り
あ
っ
て
き
た
。
そ
し
て
今
年
の
５

月
に
は
彼
女
の
結
婚
式
に
参
列
し
た
。

伝
統
的
な
結
婚
式
は
感
激
的
で
あ
っ
た
。

ま
た
多
く
の
人
た
ち
に
と
て
も
親
し
く

し
て
も
ら
い
、
こ
の
と
き
私
は
韓
国
語

を
勉
強
し
て
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と

思
っ
た
。 

40
年
ち
か
く
前
に
、
あ
る
在
日
韓
国

人
の
不
当
な
強
制
送
還
の
反
対
運
動
を

通
し
て
在
日
と
い
う
立
場
の
人
々
が
受

け
る
多
く
の
差
別
を
身
近
に
知
っ
た
。

そ
ん
な
中
で
隣
の
朝
鮮
半
島
に
つ
い
て

も
っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
75
年
に
六
甲
に
あ
る
神
戸
学
生
青
年

セ
ン
タ
ー
で
朝
鮮
語
講
座
が
開
か
れ
参
加

し
た
。
当
時
は
よ
く
知
人
か
ら
「
何
で
韓

国
語
？
フ
ラ
ン
ス
語
と
か
英
語
を
す
れ
ば

よ
い
の
に
」
と
い
わ
れ
た
が
、
近
頃
は｢

韓

国
語
？
う
ら
や
ま
し
い｣

と
な
る
。
ヨ
ン
様

の
お
か
げ
で
隣
の
国
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

た
た
め
で
も
あ
る
。
今
日
本
に
い
る
在
日

コ
リ
ア
ン
の
人
た
ち
の
大
切
な
国
、
大
昔

か
ら
厳
然
と
培
っ
て
き
た
歴
史
や
言
葉
や

文
化
を
持
つ
国
、
私
た
ち
が
少
し
で
も
そ

れ
ら
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
と
の

つ
な
が
り
も
ま
た
大
切
な
も
の
に
な
る
と

思
う
。
私
は
今
彼
女
か
ら
の
「
ウ
リ
、
イ

ル
ボ
ネ
、
カ
ル
ケ
ヨ
」「
私
た
ち
、
日
本
に

行
く
か
ら
ね
」
と
い
う
知

ら
せ
を
待
っ
て
い
る
。 

清荒神在住 信長たか子 さん 

 

紅 
 

 

の 

 

 

声 
 

と 

き 

淡 

宝塚でいきいきと活動

する人を紹介する「いき

いき彩人」。 

前回の「食品公害を追

放し安全な食べ物を求め

る会」金山次代さんから

ご紹介のいただいた信長

たか子さんです。 

早苗田の会 

 

杉山鮎水 選 
 

 

ベ
ル
リ
ン
映
画
祭
で
銀
熊
賞
を
受
賞
し

た
「
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
」
（
芋
虫
の
意
）
上
映

と
若
松
監
督
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
あ
っ
た
。
芸

術
性
は
？
だ
が
、
監
督
や
出
演
者
の
気
迫
～

国
の
戦
争
責
任
と
加
害
性
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
凄
い
。
多
く
の
人
に
観
て
欲
し
い
。 

宝
塚
映
画
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
だ
っ
た
の

で
、
人
の
賑
わ
い
が
嬉
し
い
／
こ
の
日
は

雤
の
中
、
広
島
の
秋
葉
市
長
を
迎
え
ヒ
ロ

シ
マ
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
「
被
爆

ア
オ
ギ
リ
」
二
世
の
植
樹
も
あ
っ
た
／
午

後
か
ら
は
ベ
ト
ナ
ム
の
枯
葉
剤
被
害
者
支

援
コ
ン
サ
ー
ト
。
民
族
舞
踊
と
歌
。
片
手

で
の
ギ
タ
ー
演
奏
が
見
事
だ
。
戦
争
被
害

者
は
圧
倒
的
に
市
民
、
特
に
子
ど
も
。
子

ど
も
は
成
長
す
れ
ば
立
派
な
兵
士
に
な
る

か
ら
だ
／
戦
没
者
追
悼
式
で
、
今
年
も
西

山
ハ
ニ
ー
コ
ー
ル
の
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
。「
ふ
る
さ
と
」
の

合
唱
途
中
ア
カ
ペ
ラ
で
「
如
何
に
居
ま
す 

父
母
」
の
部
分
を
遺
族
の
方
も
歌
っ
て
お

ら
れ
た
。
白
髪
で
丸
ま
っ
た
背
中
を
見
て
、

涙
が
こ
み
上
げ
る
／
社
会
福
祉
大
会
、
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
無
援
社
会
」。
年
間
無
縁

死
３
万
２
千
人
、
12
年
連
続
自
死
３
万
人

超
え
の
社
会
な
ん
て
、
お
か
し
い
。
無
縁

で
生
き
る
人
が
共
通
し
て
口
に
す
る
の
は

「
人
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」
。
こ
の
コ

ト
バ
、
子
育
て
世
代
の
人
た
ち
か
ら
も
よ

く
聞
く
。
子
ど
も
は
、
親
や
他
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
し
育
た

な
い
。
で
も
親
と
し
て
は
、
思
い
切
れ
な

い
の
が
ホ
ン
ネ
。
そ
ん
な
親
を
見
守
っ
て

被爆アオギリ二世 
記念植樹式で 
広島の秋葉市長と 

く
れ
る
人
が
、
一
人
で
も
居
る
こ
と
が
、

無
援
社
会
で
大
き
な
意
味
を
持
つ 

九
月 

（特
選
）観
潮
や
吾
が
心
臓
も
渦
巻
け
り 

信
義 

 

◇ 

稲
の
穂
の
垂
れ
て
田
圃
の
匂
ひ
け
る 

朝
子 

 
◇ 

端
正
に
尾
を
巻
く
犬
や
松
手
入 

峰
子 

十
月 

（特
選
）千
の
手
に
秋
の
実
り
も
持
ち
給
ふ 

綾
子 

 

◇ 

十
五
夜
の
航
路
つ
き
そ
う
星
の
あ
り 

朝
子 

 

◇ 

木
犀
に
歩
み
ゆ
る
め
る
通
り
人  

惠
之
輔 

十
一
月 

（特
選
）絹
雲
に
茜
さ
し
た
り
芙
蓉
閉
づ 

綾
子 

 

◇ 

猪
垣
や
更
け
て
き
こ
ゆ
る
沢
の
音 

峯
子 

 

◇ 

珈
琲
の
ミ
ル
ク
渦
な
す
黄
落
期 

 

草
径 

 

隣の国の言葉から 


